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熱唱！『まつだいおら町！』

　雪解けの進あ5月9目、松代小学校の中・高

学年は「ご当地ソング対決Jでテレビ出演。10

年前、小学校4年生（来年度成人式予定）の皆

さんが作詞作曲したrまつだいおら町』を力強

く歌い、県内にその名をとどろかせました。
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水
道
水
の
水
質
に
つ
い

て

検
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

、ヤ｝

　
　
魏

悔
、
灘
翻

設

　
自
然
環
境
の
破
壊
等
に
よ
っ
て
、
河
川
や
湧
水
な
ど
の
水
道
水
源
が
年

々
汚
染
さ
れ
、
全
国
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、

わ
た
し
た
ち
の
町
の
水
道
水
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
建
設
課
水
道
室
で

は
安
全
で
お
い
し
い
水
を
守
る
た
め
、
定
期
的
に
水
質
検
査
を
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
近
年
、
お
い
し
い
水
が
飲
み
た
い

と
い
う
声
と
と
も
に
、
よ
り
質
の
高

い
水
道
水
の
供
給
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
水
質
検
査
に
関
す
る
基

準
を
定
め
て
い
る
厚
生
省
は
、
水
道

水
の
安
全
性
と
信
頼
性
を
確
保
す
る

た
め
、
水
質
基
準
を
従
来
の
二
十
六

項
目
か
ら
、
四
十
六
項
目
に
拡
大
強

化
し
ま
し
た
．

　
新
基
準
は
、
国
連
の
世
界
保
健
機

関
（
W
H
O
）
の
水
質
検
討
対
象
項

目
を
参
考
に
し
つ
つ
、
水
道
水
源
に

お
い
て
検
出
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る

物
質
、
健
康
影
響
等
に
関
す
る
知
見
、

諸
外
国
に
お
け
る
設
定
状
況
等
を
総

合
的
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
検
査

項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
道
水
は

お
い
し
く
安
全

　
松
代
町
で
は
、
良
質
な
水
を
安
定

的
に
供
給
す
る
た
め
、
施
設
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
新
し
い
水

質
基
準
に
基
づ
い
て
定
期
的
に
水
質

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。
す
べ
て
の
項
目
で
水

質
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
使
用
で
き
る
水
質
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
建
設
課
水
道
室
は
、
こ
れ
か
ら
も

豊
富
で
、
安
全
な
、
お
い
し
い
水
を

供
給
で
き
る
よ
う
浄
水
処
理
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

漏が《捗あ」りま暫んカ・？

庸水は、水道メーターを確認するこ

ぐ簡単に発見することができます。

仁道の蛇口を全部閉めた状態で、水

メーターのパイロットが少しでも回

レていれば、どこかで漏水をしてい

　
　
　
　
　
　
　
ロ

漏
で
水
メ
し
す
漏
の

　
と
　
　
道
転
ま
　
　
理

水を発見したら、指定工事店へ修

依頼をしてください。

つ水道メ　　　　　　　　　（水の使用量を
．産＋，っq四～　　＿／表わします）※この水道メ

ーター‘ま123∬f

456εと読みま

す　　　ノ

＼　（1甫未満の水量を表わ
　します）

　　
ぼピ

鯉
．
⑭

ノrイロツト

水道メーター

8－2203

8－2408

8－2211

7－2022

7－2072

7－2159

7－2108

7－2135

8－2200

7－2625

7－2289
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松代町簡易水道

覧
　
盈

指定工事店

工事店名住所

会
会

商
　
商

六
三
関

野
野
室
室

メ
ー
タ
ー
の

検
針
に
ご
協
力
を

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
つ
い
て

は
、
検
針
員
が
い
つ
も
正
確
に
能
率

よ
く
検
針
で
き
る
よ
う
、
次
の
点
に

つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

★
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

㈱室野建設

藤屋金物店
前田屋金物店

小野島電気店

センダヤ電器

大和電建㈱

永井工業
高橋電機
ノ1￥松屋電機商会

室野

代
代
代
代
代
野
年
代

松
松
松
松
松
室
千
松

　
は
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

★
ボ
ッ
ク
ス
の
回
り
や
中
は
、
い
つ

　
も
き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ
い
。

★
家
の
増
改
築
な
ど
で
、
水
道
メ
ー

　
タ
ー
が
床
下
や
屋
内
に
な
る
時
は

　
屋
外
の
見
や
す
い
場
所
に
移
し
て

　
く
だ
さ
い
。

★
犬
は
放
し
飼
い
せ
ず
、
ボ
ッ
ク
ス

　
か
ら
離
し
て
、
つ
な
い
で
飼
育
し

　
て
く
だ
さ
い
。



松代町簡易水道の水質検査結果
　　　　　　　　　　　　　　　　採水検査機関：上越環境科学センター

基準項目1　健康に関する29項目
　生涯にわたる連続的な摂取をしても人の健康に影響が生じない基準を

基とし、安全性を十分孝慮して設定された。

分 項　　目　　名 水質基準値 松代簡易水道 峠地区簡易水道海老地区簡易水道 沢地区簡易水道

　、
生物
一般細　菌 1認中、100個以下 0 0 0 0
大腸菌群 出されないこと 出しない 出しない 出しない 出しない

無
機
物
質
・
重
金
属

カ　ド　ミ　ウ　ム 0．01㎎／C以 0．0㎝㎎／2未満 0．001㎎／¢未満 0．0㎝㎎／¢未満 0．001㎎／¢未
水　　　銀 0．0005㎎／C以 ．00005㎎／C未満 ．00005㎎／2未満 ．00005㎎／2未満 ．00005㎎／C未
セ　レ　ン 0．01㎎／C以 0．001㎎／¢未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／2未満 0．001㎎／C未
鉛 0．05㎎／C以 0．001㎎／C 0．001㎎／C未満 0．001㎎／¢ 0．001㎎／C
ヒ　　素 0．Ol㎎／2以 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／¢未満 0．001㎎／C未
六価　ク　ロ　ム 0．05㎎／2以 0．005㎎／C未満 0．005㎎／C未満 0．005㎎／¢未満 0．005㎎／2未
シ　ア　ン 0．01㎎／C以 0．005㎎／C未満 0．005㎎／C未満 0．005㎎／C未満 0．005㎎／C未
硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10㎎／C以 0．2㎎／¢ 0．2㎎／2 0．5㎎／¢ 0．8㎎／C
フ　ツ　素 0．8㎎／C以 0．08㎎／¢未満 0．08㎎／2未満 0．08㎎／C未満 0．11㎎／¢

一
般
有
機
化
学
物
質

四　塩化　炭　素 0．002㎎／C以 0．0002㎎／2未満 0．0002㎎／C未満 0．0002㎎／C未満 0．0002㎎／C未
1，2一ジクロロエタン 0．004㎎／C以 0．004㎎／C未満 0．0004㎎／C未満 0．004㎎／C未満 0．0004㎎／C未
1，1一ジクロロエチレン 0．02㎎／C以 0．002㎎／C未満 0．002㎎／2未満 0．002㎎／¢未満 0．002㎎／C未

ジクロロメタン 0．02㎎／C以 0．002㎎／¢未満 0．002㎎／C未満 0．002㎎／C未満 0．002㎎／¢未
シスー1，2一ジクロロエチレン 0．04㎎／¢以 0．004㎎／C未満 0．004㎎／¢未満 0．004㎎／C未満 0．004㎎／C未
テトラクロロエチレン 0．01㎎／C以 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／2未満 0．001㎎／¢未
1，1，2一トリクロロエタン 0．006㎎／C以 0．0006㎎／C未満 0．0006㎎／C未満 0．0006㎎／C未満 0．0006㎎／¢未
トリクロロエチレン 0．03㎎／C以 0．001㎎／C未満 0．0㎝㎎／C未満 0．001㎎／2未満 0．001㎎／C未
ベ　ン　ゼ　ン 0．01㎎／C以 0．0㎝㎎／C未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／C未

消
毒
副
生
成
物

クロロホルム 0．06㎎／2以 0．023㎎／2 0．㎝8㎎／2 0．001㎎／2未満 0．015㎎／2

ジブロモクロロメタン 0．1㎎／¢以 0．001㎎／C 0．001㎎／2未満 0．0㎝㎎／C未満 0．002㎎／¢

ブロモジクロロメタン 0．03㎎ノ2以 0．006㎎／¢ 0．005㎎／¢ 0．001㎎／2未満 0．001㎎／¢未

ブロモホルム 0．09㎎／C以 0．001㎎／¢未満 0．001㎎／C未満 0．001㎎／¢ 0．001㎎／C未
総トリハロメタン 0．1㎎／2以 0．030㎎／C 0．023㎎／2 0．001㎎／¢ 0．023㎎／¢

農
　
　
薬

1，3一ジクロロブロペン 0．002㎎／C以 0．0002㎎／¢未満0．0002㎎／2未満 0．0002㎎／C未満 0．0002㎎／C未
シ　マ　ジ　ン 0．003㎎／C以 0．0003㎎／C未満 0．0003㎎／C未満 0．0003㎎／C未満 0．0003㎎／2未
チ　ウ　ラ　ム 0．006㎎／C以 0．0006㎎／C未満 0．0006㎎／C未満 0．0006㎎／2未満 0．0006㎏／2未

チオベンカルブ 0．02㎎／C以 0。002㎎／C未満 0．002㎎／2未満 0．002㎎／C未満 0．002㎎／2未

基準項目2
水道水が有すべき　　　水道水としての基礎的・機能的条件の確保のため、生活利用上或いは

性状に関連する17項目水道施設の管理上障害が生ずるおそれのない水準として設定された．

分 項　　目　　名 水質基準値 松代簡易水道 峠地区簡易水道海老地区簡易水道 沢地区簡易水

色

亜　　鉛 1．0㎎／2以 0．10㎎／C 0．14㎎／C 0．02㎎／C 0．01㎎／2未
鉄 0．3㎎／¢以 0．03㎎／¢未満 0．07㎎／¢ 0．03㎎／¢未満 0．03㎎／¢未
銅 1．0㎎／C以 0．Ol㎎／C未満 0．01㎎／2未満 0．Ol㎎／C未満 0．01㎎12未
マ　ン　ガ　ン 0．05㎎／2以 0．Ol5㎎／¢ 0．Ol2㎎／C 0．005㎎／C未満 0．005㎎／¢未

味
　
　
覚

ナ　ト　リ　ウ　ム 200㎎／2以 6．0㎎／C 5．9㎎／C 4．9㎎／C 1LO㎎／C
塩素イ　オ　ン 200㎎／C以 10．0㎎／C 11．0㎎／C 6．0㎎／2 10．0㎎／2
カルシウム・マグネシウム等（硬度） 300㎎／2以 21㎎／C 21㎎／2 22㎎／2 120㎎／C

蒸発残留物 500㎎／C以 60㎎／C 59㎎／2 66㎎／C 220㎎／¢
機物（過マンガン酸カリウム消費量） 10㎎ノ2以 L3㎎／2 L1㎎／2 0．4㎎／C 0．7㎎／2
1，1，1一トリクロロエタン 0．3㎎／2以 0．001㎎／2未満 0．001㎎／¢未満 0．001㎎／2未満 0．001㎎／C未臭
い フェノール類 0．005㎎／C以 0．005㎎／¢未満 0．005㎎／¢未満 0．005㎎／¢未満 0．005㎎／¢未

基
礎
的
性
状

陰イオン界面活性剤

P　H　値

0．2㎎／C以

5．8以上8．6以

0．1㎎／C未満

　　　6．8

0．1㎎／2未満

　　　7．1

0．1㎎／¢未満

　　　7．1

0．1㎎／C未

　　　7．3
味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
臭　　気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
色　　度 5度以 1度未満 2度 1度未満 1度未
濁　　度 2度以 0．5度未満 0．5度未満 0．5度未満 0．5度未
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於松代町総合センター　平成8年5月3日成人式祝

或人迭

　
今
年
の
成
人
式
は
、
例
年
と
同
じ

五
月
三
日
の
憲
法
記
念
日
、
松
代
町

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
華
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
．

　
新
成
人
は
七
十
一
人
、
都
合
で
参

加
で
き
な
い
七
名
の
方
を
除
い
て
、

出
席
者
は
六
十
四
名
（
男
性
三
十
七

名
、
女
性
二
十
七
名
）
そ
れ
ぞ
れ
ス

ー
ツ
や
振
り
袖
、
羽
織
袴
姿
や
制
服

を
着
た
現
職
の
自
衛
官
な
ど
、
若
々

し
い
顔
ぶ
れ
で
会
場
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
快
晴
で
迎
え
た
当
日
は
、
絶
好
の

成
人
式
日
和
。
新
成
人
の
晴
れ
姿
を

親
御
さ
ん
や
近
所
の
人
達
は
温
か
く

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
午
前
十
時
半
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
西

潟
公
民
館
長
は
「
複
雑
で
変
化
の
激

し
い
時
代
を
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い

く
か
、
何
を
一
生
懸
命
や
っ
た
ら
い

い
か
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
、
歴
史
を
正
し
く
見

つ
め
る
こ
と
。
ど
こ
に
住
ん
で
も
、

そ
の
地
域
で
前
向
き
に
町
づ
く
り
に

参
画
す
る
こ
と
。
独
立
す
る
た
め
に

は
、
体
力
と
最
低
限
の
財
力
、
そ
し

て
、
キ
ラ
ッ
と
光
る
知
性
や
知
力
が

必
要
」
と
激
励
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
谷
町
長
も
「
今
日
か
ら

は
立
派
な
成
人
。
　
『
成
人
の
視
点
』

に
立
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
存

分
な
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
」

と
の
祝
辞
で
激
励
し
て
い
ま
し
た
。

　
記
念
品
贈
呈
で
は
、
新
成
人
を
代

表
し
て
品
田
圭
子
さ
ん
（
太
平
）
に

町
か
ら
ア
ル
バ
ム
な
ど
の
記
念
品
目

録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
橋

幹
夫
さ
ん
（
松
代
）
は
「
今
日
の
感

激
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
社
会
人
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
、
松
代
町
で
育
っ

た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
さ
ら
に
大

き
く
飛
躍
し
て
い
き
た
い
。
」
と
力

4



成人になって

　
　
　
　
　
　
懸

　
二
十
歳
に
な
る
と
、
社
会
の
対
応

か
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
自
分

の
行
動
に
責
任
を
も
た
な
い
と
い
け

な
く
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
学
生
と

い
っ
て
甘
え
る
こ
と
な
く
、
　
一
人
の

社
会
人
と
い
う
気
持
ち
で
生
活
を
送

っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
こ

き

　
十
年
以
上
前
に
、
親
戚
の
お
姉
さ

ん
の
成
人
式
の
振
り
袖
姿
を
見
て
、

随
分
と
大
人
に
感
じ
て
い
た
の
に
、

い
ざ
自
分
が
成
人
式
を
迎
え
る
と
そ

れ
ほ
ど
大
人
と
し
て
の
実
感
を
持
っ

て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
今
ま
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
甘
え
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

周
囲
の
人
に
助
け
ら
れ
て
生
活
し
て

高橋幹夫さん

（松代・たかすみや）

れ
か
ら
も
世
間
に
流
さ
れ
て
自
分
を

見
失
う
こ
と
な
く
、
今
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
無
事
成
人
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、
家
旅
や
仲
間
た
ち
に

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

成人を迎えて

　　思うこと

き
ま
し
た
。

品田圭子さん

（太平・品田屋）

い
け
な
い
も
の
な
の
で
、

こ
と
を
思
い
や
り

て
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　
で
す
が
、
成
人
に
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
部
分
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
分
別
を
見
極

め
、
行
動
や
言
動
に
責
任
を
も
っ
て

生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

人
は
一
人
で
は
生
き
て

　
　
　
　
　
お
互
い
の

　
　
、
何
か
私
も
役
立

▼
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
は

　
　
　
盛
り
あ
が
り
ま
し
た

》
い
ち
ば
ん
い
い
顔

　
ハ
イ
、
ポ
ー
ズ
！

　講　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’〆

▲「むか～し、あったと……」

　田野倉あしたばの会の皆さんによる

　昔話は『ふなつり』など5点。

　ボクトツな語りは参加者の心をなご

　ごませました。

強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
田
野
倉
『
明
日
葉
の
会
』

の
皆
さ
ん
に
よ
り
昔
話
五
話
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
軽
妙
な
構
成
と
、
素
朴

な
語
り
口
は
参
加
者
の
緊
張
を
終
始

和
ら
げ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
記
念
撮
影
と
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
。
今
年
は
お
寿
司
が
メ
イ
ン
で

し
た
が
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
も
盛
り
上

が
り
華
や
か
な
中
で
大
人
の
実
感
を

味
わ
い
、
二
時
に
解
散
し
ま
し
た
。

　
解
散
後
、
一
人
も
残
る
人
が
い
な

い
会
場
。
お
酒
が
入
る
と
、
と
か
く

許
さ
れ
る
『
ま
つ
だ
い
時
間
』
も
、

「
始
ま
り
と
終
わ
り
の
時
間
」
を
守

る
新
成
人
の
前
に
あ
っ
て
は
昔
話
と

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
成
人
式
の
記
念
写
真
が
で
き
て
い

ま
す
の
で
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で

取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

参
加
者
は
無
料
で
す
。

　
ま
た
、
会
場
で
撮
影
し
た
ス
ナ
ッ

プ
写
真
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
そ
の
時
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
　
（
一
枚
⑳
円
く
ら
い
で
す
）
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役
立
っ
て
い
ま
す

　
　
　
あ
な
た
の
簡
易
保
険

　
皆
様
が
納
め
た
郵
便
局
の
簡
易
保

険
・
郵
便
年
金
の
保
険
料
や
掛
金
の

還
元
融
資
を
受
け
、
平
成
七
年
度
は

町
道
三
路
線
の
改
良
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
簡
易
水
道
松
代
地
区
第
五

次
拡
張
事
業
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年

金
保
険
・
国
民
年
金
の
掛
金
に
よ
る

還
元
融
資
を
受
け
、
室
野
浄
水
場
の

浄
水
・
電
気
計
装
施
設
を
整
備
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
平
成
七
年
度
に
「
簡
保
・

年
金
資
金
」
の
融
資
を
受
け
て
整
備

し
た
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

平成7年度に融資を受けた事業

施設　・事業名 融資額

町道松代大島線道路改良

町道松代海老東山線道路改罠

町道孟地荒瀬線道路改良

1，000万円

2，930万円

1，090万円

簡保資金計 5，020万円

施設　・事業名 融資額

松代地区簡易水道

　第5次拡張事業
8，670万円

年金資金計 8，670万円

牽鍾一ナー

　　　老齢墓礎年金

老齢基礎年金は、原則として

　25年の受給資格期間を満たした人が、

　　65歳から受ける年金です。

灘
糞
㎜
㎜
癒
藁
擶
る
遊
灘
鰹
、

　
　
　
藤
嚢
懸
覇
闘
慧
馨
．

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間

　
（
第
3
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
期
間
を
含
む
）

②
国
民
年
金
保
除
料
の

　
　
　
　
　
　
免
除
を
受
け
た
期
間

③
任
意
加
入
で
き
る
人
が

　
　
　
　
　
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

　
　
（
い
わ
ゆ
る
「
カ
ラ
期
間
」
）

④
昭
和
3
6
年
4
月
以
後
の
厚
生
年
金

　
　
や
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
期
間

　
こ
れ
ら
を
合
計
し
て
、
原
則
と
し

て
2
5
年
の
期
間
が
必
要
で
す
。
し
か

し
、
加
入
し
て
い
て
保
除
料
を
納
め

な
か
っ
た
期
間
は
除
か
れ
ま
す
。

年
金
の
価
値
は
守
ら
れ
ま
す

『
力
一
7
期
間
』

　
　
　
　
　
（
合
算
対
象
期
間
）

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皿
大
正
隠
年
4
月
2
日
　
　
　
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
　
　
以
後
の
生
ま
れ
の
人
　
一

甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
国
民
年
金
の
任
意
加
入
で
き
る
人

が
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
な
ど

は
「
カ
ラ
期
間
」
と
さ
れ
、
受
給
資

格
期
間
（
原
則
と
し
て
最
低
2
5
年
）

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
る

時
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基

礎
年
金
の
額
の
計
算
の
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
．

◆
カ
ラ
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
る
主

　
な
も
の
（
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
）

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
配
偶
者
で
任
意

　
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

　
　
　
（
昭
和
61
年
3
月
ま
で
）

②
学
生
で
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期

　
間
（
平
成
3
年
3
月
ま
で
）

③
昭
和
3
6
年
4
月
以
後
、
2
0
歳
か
ら

　
5
9
歳
ま
で
の
間
で
海
外
に
在
住
し

　
国
民
年
金
で
は
　
そ
の
時
々
の
物

価
の
変
動
に
応
じ
て
年
金
額
の
改
定

を
行
う
「
完
全
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド

制
」
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
金

の
価
値
は
将
来
に
わ
た
り
、
目
減
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
と

て
も
安
心
で
す
。

慧
　
　

　
て
い
た
期
間

④
昭
和
3
6
年
4
月
以
後
の
厚
生
年
金

　
や
船
員
保
除
の
加
入
期
間
で
、
脱

　
退
手
当
金
を
受
け
た
期
間
（
昭
和

　
61
年
4
月
以
後
に
、
国
民
年
金
の

　
加
入
期
間
が
あ
る
場
合
に
限
る
）

⑤
昭
和
3
6
年
4
月
以
降
に
公
的
年
金

　
（
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
、
国
民

　
年
金
等
）
加
入
期
間
が
あ
る
場
合

　
の
昭
和
3
6
年
3
月
以
前
の
厚
生
年

　
金
等
の
加
入
期
問
（
脱
退
手
当
金

　
を
受
け
て
い
た
期
間
『
カ
ラ
期
間
』

　
と
し
な
い
）

　
以
上
の
期
間
は
カ
ラ
期
間
と
し
て

受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。
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そ
れ
ゆ
け
！

　
お
家
の
み
な
さ
～
ん

　
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
春
の
『
幼
児
歯
科
健
診
』
の
結
果

か
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
む
し
歯
っ
て
こ
～
ん
な

ふ
う
に
増
え
る
ん
だ
ヨ
」
と
い
う
表

も
載
せ
て
み
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。むし歯ってこ～んな；3、うに増えるんだヨ1

　1年前にいなかった2歳半児のむし歯のない子も

　　　　もうじき半数がむし歯に…！　油断は大敵

仕
上
げ
磨
き
人

の－
　
　
婦

の
切
健

暑
　
保

　
年
齢
が
い
く
に
つ
れ
て
、
む
し
歯

の
あ
る
子
も
、
一
人
当
た
り
の
む
し

歯
の
本
数
も
増
え
て
い
き
ま
す
。

　
む
し
歯
を
つ
く
・
り
な
い
と
い
う
こ

と
は
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
で
す
よ

ね
。
お
や
つ
の
内
容
や
時
間
に
気
を

つ
け
た
り
、
う
が
い
を
さ
せ
た
り
、

工
夫
が
必
要
で
す
よ
ね
。
そ
れ
と
、

歯科健診 平成8年　春 平成7年　秋 平成7年　春

項　　目
受
診
者

むし歯の

ある子の
割合（％）

受
診
者

むし歯の

ある子の
割合（％）

受
診
者

むし歯の

ある子の
割合（％）

1歳児 19 5．3
一 一 一 一

1歳半児 11 0．0
一 一 一 一

2歳児13 15．4 10 0．0 一 一

2歳半児 18 44．4 17 29．4 13 0．0

3歳児12 66．7 11 45．5 11 27．3

3歳半児 13 84．6 13 69．2 12 58．3

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
『
仕
上
げ
磨

き
』
で
す
。
そ
こ
で
仕
上
げ
磨
き
人

の
登
場
で
す
。
大
事
な
人
で
す
よ
。

　
ま
ず
は
仕
上
げ
磨
き
の
極
意
か
ら

①
一
日
一
回
、
大
人
が

　
　
　
　
子
ど
も
の
歯
を
磨
く
べ
し

②
仕
上
げ
磨
き
は
、

　
　
　
　
衡
寝
る
前
が
一
番
効
果
的

③
歯
の
磨
き
方
を
習
得
す
べ
し
、

　
　
　
自
己
流
で
は
磨
き
残
し
あ
り

鞍
縷
鐵
粉
馨
継

　
　
　
　
鐸
糠
鐵
雛
．
縣

　
　
　
　
　
　
（
春
の
歯
科
健
診
）

松
　
代

竹室儀蒲　苧滝犬会池千菅
　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　〃　〃　〃　〃
所野明生　島沢伏沢尻年刈

鈴
木
佳
乃
子

柳
　
　
貴
明

横
尾
　
莉
紗

品
田
　
　
梓

高
橋
　
幸
広

大
谷
地
明
希

柳
　
　
勇
一

柳
　
　
大
地

室
岡
　
佐
季

小
野
島
奈
美

中小仲畔石菅柳柳
條堺村上田井

祐望　毬壮静佑春
輝夢実那汰香果菜

政
　
広

　
孝
賢
　
治

　
靖
　
等
　
亮

栄正和清浩幹藤雅正正政典

一秀人二史雄雄彦志一美起

④
泣
く
子
に
負
け
る
な
、
磨
き
人

　
仕
上
げ
磨
き
人
は
お
母
さ
ん
一
人

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
父
さ
ん
も
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も

し
っ
か
り
磨
い
て
、
歯
の
汚
れ
を
落

と
し
て
く
れ
れ
ば
立
派
な
仕
上
げ
磨

き
人
で
す
。
家
中
み
ん
な
仕
上
げ
磨

き
人
だ
っ
た
ら
、
お
母
さ
ん
が
手
を

離
せ
な
く
て
も
、
誰
か
が
代
わ
っ
て

無
理
な
く
続
け
ら
れ
ま
す
よ
ね
。

松
　
代

　　室犬蓬太
峠〃　　　　　　〃〃　〃〃
　　野伏平平

山
岸
　
萌
子

小
堺
ま
ど
か

南佐山小武樋笛小
雲藤本堺田口木山

優　　里　真翔華
一一猛茜恵彩生太歩

横
尾
真
奈
美

真一一浩和広政春　隆　　一　　篤　　　浩　　宏
一　重郎男　栄昭　樹

松
　
代

　
ノ
　
ノ
　
ー
　
ノ
　
ノ
　
ノ
　
ノ
　
ノ
　
ノ
　
ノ
　
〃
小
荒
戸

寺
　
田

　

樋
口
真
登
香

富山高関武高
沢賀野谷田野

　　泰　千樹
萌大介翼尋璃

井
上
真
奈
美

　石　　 誠桂　　
傑　貢武　　宏彰
　一　　 司一　　

　
仕
上
げ
磨
き
の
講
習
も
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ

ん
を
始
め
、
み
ん
な
で
ご
利
用
を
！

【
仕
上
げ
磨
き
の
講
習
】

　
六
月
二
七
日
（
木
）
育
児
学
級

　
七
月
一
六
日
（
火
）
孫
親
学
級

　
　
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
〇
分
～

　
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

室
　
野
　
　
佐
藤
　
京
平
　
　
　
正

　
〃
　
　
佐
藤
　
雄
真
　
　
秀
　
行

松
　
代

　苧会千太
〃　　　　　　　　 〃　〃

　島沢年平

室
　
野

ノノ

中
村
　
　
瞳

相
澤
　
　
光

若
井
　
　
凌

山
岸
興
平

武
田
　
佳
奈

小
野
島
　
愛

菅
井
雄
也

柳
　
　
貴
生

小
堺
錬
太
郎

斉
木
拓
磨

善
信

　
忠

成真政幹正俊正孝

一吾郎雄志彦孝広

名犬　松
　　ノノ
平伏　代

菅松鈴笛
井山木木

卓　訓亮
穂舞直佑

太一訓政
一一郎充昭

松
　
代
　
関
谷
　
将
太
　
則

室
　
野
　
　
小
堺
　
裕
介
　
　
真

雄吾
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越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣

　
　
　
地
域
活
性
化
大
賞
を
受
賞

　
去
る
四
月
二
十
八
日
、
協
同
組
合

新
潟
県
異
業
種
交
流
セ
ン
タ
i
（
大

原
久
治
理
事
長
）
が
主
催
の
第
五
回

地
域
活
性
化
大
賞
表
彰
式
が
長
岡
市

で
行
わ
れ
、
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣

が
審
査
員
団
か
ら
最
高
得
点
を
与
え

ら
れ
、
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
大
賞
は
三
団
体
で
、
松
代
町
の
他

は
長
岡
青
年
会
議
所
、
柏
崎
青
年
会

議
所
で
そ
れ
ぞ
れ
に
賞
金
百
万
円
が

新郵便番号制

平成10年2月から

7ケタになります

贈
ら
れ
ま
し
た
．

　
受
賞
理
由
は
嘆
き
の
種
の

豪
雪
に
め
げ
ず
、
雪
を
活
用

し
た
祭
り
で
地
域
の
活
力
を

取
り
戻
し
た
こ
と
。
ま
た
、

東
京
世
田
谷
区
と
の
地
域
間

交
流
に
豪
雪
を
積
極
的
に
活

用
し
、
嘆
き
の
雪
を
地
域
の

自
慢
に
ま
で
高
め
た
こ
と
。

そ
し
て
、
国
外
ま
で
遠
征
し

P
R
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
が
今
回
の

受
賞
理
由
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
『
越
後
ま
つ

だ
い
冬
の
陣
』
は
、
平
成
三
年
度
に

全
国
の
市
町
村
イ
ベ
ン
ト
を
対
象
に

し
た
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
主
催
の

第
一
回
A
A
C
地
域
イ
ベ
ン
ト
優
秀

賞
を
受
賞
し
、
平
成
七
年
度
は
地
域

活
性
化
大
賞
の
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

お
り
、
今
回
の
受
賞
は
こ
れ
に
続
く

も
の
で
す
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
越
後
松
代
幕
府

の
村
山
達
三
さ
ん
を
は
じ
め
、
住
民

の
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
協
力
の
賜

物
で
す
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
十
周
年
を
迎
え
る
こ

の
イ
ベ
ン
ト
が
、
町
の
自
慢
と
し
て

町
全
体
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
よ
う

今
後
と
も
皆
様
方
か
ら
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
（
振
興
課
）

※※※※※※※※※〉窃〈※※※※※※※※※＞く＞く〉K※〉K※※〉命〈※※〉K※※※

トンネル探険

ウォーク

【
日
時
】
八
年
七
月
二
〇
日

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
二
時
半

【
コ
ー
ス
】
う
ら
が
わ
ら
駅
～
大
池

　
　
い
こ
い
の
森
駅
（
五
・
一
㎞
）

　
※
役
場
か
ら
会
場
ま
で
送
迎
あ
り

【
参
加
資
格
】
沿
線
町
村
の
在
住
者

や
勤
務
者
で
完
歩
で
き
る
人
。
小
学

生
は
、
当
日
引
率
者
が
同
伴
の
こ
と

【
募
集
数
】
沿
線
町
村
で
三
五
〇
人

【
参
加
費
用
】
　
一
人
　
千
円

【
記
念
品
】
完
歩
者
全
員
に
、

　
　
　
　
　
完
歩
丁
シ
ャ
ツ
を
進
呈

【
イ
ベ
ン
ト
】
大
池
い
こ
い
の
森
・

休
暇
村
で
芋
煮
会
、
ゲ
ー
ム
大
会
等

王　参加者募集！グ
）

▲94年7月はふれあいウォーク（松代トンネル）

【
そ
の
他
】
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
振
興
課

で
用
意
し
ま
す
。
歩
き
や
す
い
服
装

や
運
動
靴
な
ど
で
参
加
く
だ
さ
い
。

【
主
催
】
北
越
急
行
開
業
準
備
会

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

・
締
め
切
り
鍵
六
月
二
五
日
ま
で

・
ふ
る
さ
と
会
館
　
振
興
課
内

『
ほ
く
ほ
く
線
探
険
ウ
ォ
ー
ク
係
』

　
※
申
込
用
紙
は
、
各
家
庭
に
配
布

　
　
済
み
で
す
。
な
お
、
応
募
者
多

　
　
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

盈
七
ー
三
〇
〇
〇
踪
七
－
二
三
〇
〇

集落名 郵便番号

松　　　　代 942－1526

小　荒　戸 942－1523

太　　　　平 942－1527

菅　　　　刈 942－1521

田　　　　沢 942－1522

小　屋　丸 942－1514

池　之　畑 942－1515

下　　　　山 942－1513

千　　　　年 942－1524

池　　　　尻 942－1525

会　　　　沢 942－1543

清　　　　水 942．1542

桐　　　　山 942－1541

蓬　　　　平 942－1544

東　　　　山 942－1512

海　　　　老 942－1511

犬　　　　伏 942．1504

孟　　　　地 942－1503

片　桐　山 942－1502

滝　　　　沢 942－1501

中　　　　子 942－1506

苧　　　　島 942－1505

田　野　倉 942－1533

仙　　　　納 942－1532

莇　　　　平 942－1531

寺　　　　田 942．1537

名　　　　平 942－1535

蒲　　　　生 942．1534

儀　　　　明 942－1536

福島・奈良立 942－1354

室野・竹所 942－1353

峠 942－1351

木和田原 942－1352
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祝
初
登
山

国
指
定
重
要
文
化
財

　
　
「
し
ん
が
つ
の
よ
う
か
」
は
朝
か

ら
快
晴
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
「
七

つ
詣
り
」
は
大
盛
況
。
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
「
松
之
山
郷
六
十

六
ケ
村
の
総
鎮
守
」
と
い
わ
れ
た
松

苧
神
社
の
境
内
は
、
帰
省
客
な
ど
も

加
わ
り
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
と

な
り
ま
し
た
。
残
雪
の
あ
る
登
山
道

を
駆
け
上
が
る
元
気
な
子
等
は
昔
の

イ
メ
ー
ジ
と
は
少
し
違
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
昔
の
七
つ
詣
り
の
様
子
を

描
い
た
文
章
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

『
松
代
町
の
歴
史
を
語
る
』

　
　
　
　
市
川
牧
人
遺
稿
集
よ
り

　
「
胸
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
眠
れ
ぬ
坊

や
が
、
旧
四
月
八
日
の
朝
に
な
る
と

そ
の
部
落
の
屈
強
な
し
か
も
両
親
の

揃
っ
て
い
る
若
者
の
背
に
負
わ
れ
て

親
類
一
同
の
祝
い
の
言
葉
を
受
け
な

が
ら
家
を
出
る
。
こ
れ
を
初
登
山
と

い
っ
た
。
道
に
は
紅
白
の
布
で
化
粧

し
た
乗
馬
が
鞍
の
一
方
に
五
升
樽
と

“
お
に
し
め
”
の
お
重
を
つ
け
、
一

方
に
は
コ
タ
ツ
の
櫓
の
中
に
座
布
団

を
敷
い
て
俄
か
作
り
の
坊
や
の
座
を

設
け
て
乗
せ
、
リ
ン
リ
ン
と
鈴
を
鳴

ら
し
な
が
ら
道
を
越
え
て
祓
川
を
行

く
の
で
あ
っ
た
。
祓
川
で
御
襖
を
し

て
山
へ
登
れ
ば
、
両
破
風
造
り
の
社

殿
に
至
る
。
板
葺
正
面
の
扉
は
、
奈

　
　
　
松
苧
神
社

良
朝
時
代
の
金
箔
塗
り
と
聞
く
が
、

今
は
勿
論
何
の
箔
も
な
い
。
只
こ
の

戸
に
足
を
乗
せ
て
、
ギ
ッ
と
開
く
と

“
ヒ
チ
リ
キ
”
の
音
が
し
た
も
の
だ
。

　
か
わ
い
ら
し
い
手
で
坊
や
は
何
を

祈
願
す
る
の
か
、
宮
司
の
祝
詞
の
声

鼓冬

々
（
と
う
と
う
）
た
る
太
鼓
の
音

が
山
に
谷
に
空
に
ひ
び
き
わ
た
る
。

　
社
殿
の
前
後
に
、
莚
（
む
し
ろ
）

い
っ
ぱ
い
の
小
宴
が
三
々
五
々
張
ら

れ
、
お
重
の
煮
付
け
と
赤
飯
が
木
皿

に
盛
ら
れ
て
、
親
類
縁
者
、
隣
の
莚

の
顔
見
知
り
の
人
々
に
そ
れ
ぞ
れ
配

ら
れ
、
こ
の
木
皿
を
受
け
た
人
は
、

坊
や
に
祝
儀
が
奮
発
さ
れ
る
。

　
山
の
小
宴
が
終
わ
り
、
家
に
帰
れ

ば
一
族
郎
党
が
お
待
ち
か
ね
で
、
坊

や
を
正
座
に
据
え
て
飲
め
や
歌
え
の

大
宴
会
が
行
わ
れ
た
云
々
」

▼坊やを囲んで…

　　　神社境内には女性も大勢

　
五
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
五
日
に

か
け
て
、
三
月
か
ら
執
行
を
猶
予
さ

れ
て
い
た
『
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣

の
っ
と
れ
！
ま
つ
だ
い
城
』
の
遠
島

の
刑
が
、
南
国
グ
ア
ム
に
お
い
て
執

行
さ
れ
ま
し
た
。

遠島を申しつける一
　「のっとれ1松代城」南国グアムでPR

受
刑
戦
士
は
雪
と

鎧
な
ど
を
現
地
に

持
ち
込
み
、
来
年

十
周
年
を
迎
え
る

冬
の
陣
の
P
R
作

戦
を
申
し
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
南
国
グ
ア
ム
島

は
、
日
本
か
ら
南

へ
約
二
千
五
百
キ
。

面
積
は
佐
渡
よ
り

一
回
り
小
さ
い
五

四
三
診
で
、
人
口

は
約
十
四
万
人
。

年
平
均
気
温
が
二

＋
八
度
と
ま
さ
に

常
夏
の
国
．

　
戦
士
た
ち
の
使

命
は
、
雪
を
見
た

こ
と
の
な
い
グ
ア

ム
の
人
と
、
現
地

を
訪
れ
て
い
る
日
本
人
観
光
客
に
、

北
越
北
線
開
通
後
の
P
R
も
兼
ね
、

「
日
本
の
鎧
武
者
」
と
「
最
強
の
雪

国
・
松
代
の
冷
た
い
雪
ダ
ル
マ
」
を

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
。

　
一
行
は
、
越
後
松
代
幕
府
（
越
後

ま
つ
だ
い
冬
の
陣
実
行
委
員
会
）
の

村
山
達
三
副
将
軍
率
い
る
四
名
で
、

〈
現
地
の
人
も
大
歓
迎

戴
馨
艦
灘
写

ノ
／

二
十
一
日
午
後
十
時
、
松
代
町
を
出

発
、
グ
ア
ム
島
へ
は
二
十
二
日
午
後

三
時
こ
ろ
到
着
し
ま
し
た
。

　
翌
日
午
前
八
時
、
グ
ア
ム
島
の
タ

モ
ン
ビ
ー
チ
に
面
し
た
リ
ー
フ
ホ
テ

ル
前
で
、
三
十
四
時
間
ぶ
り
で
開
け

ら
れ
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
雪
は
、

ほ
と
ん
ど
溶
け
ず
に
グ
ア
ム
で
雪
ダ

ル
マ
と
し
て
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　
「
わ
あ
i
！
こ
れ
日
本
の
雪
？
」

「
ど
う
や
っ
て
持
っ
て
き
た
の
？
」

グ
ア
ム
の
人
達
よ
り
も
、
日
本
人
観

光
客
の
方
が
次
か
ら
次
へ
と
好
奇
心

を
の
ぞ
か
せ
や
っ
て
来
ま
す
。

　
グ
ア
ム
の
人
達
は
、
初
め
て
見
る

雪
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
雪
が
降
っ

て
も
積
も
る
光
景
が
理
解
で
き
ず
に

ど
う
し
て
こ
ん
な
雪
ダ
ル
マ
に
な
る

の
か
不
思
議
そ
う
で
す
。
氷
と
も
違

う
感
触
に
興
味
深
そ
う
に
集
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
鎧
武
者
姿
の
村

継続は力！
17回の歴史

　
　
＞

会
会

　
　
ヲ

む
が
し
ま

　
　
ひ

楽　
　
催

を
主
菜
く

山

5月19日ふるさと会館

　　参加150名

》
山
菜
の
名
前
を
見
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
楽
し
み
ま
す
。

山
副
将
軍
は
「
シ
ョ
ー
グ
ン
」
と
呼

ば
れ
、
鎧
甲
冑
や
刀
に
さ
わ
っ
た
り

握
手
を
求
め
て
き
た
り
と
大
人
気
。

　
無
事
に
成
功
し
た
異
国
で
の
P
R

作
戦
。
十
周
年
を
迎
え
る
越
後
ま
つ

だ
い
冬
の
陣
、
そ
し
て
ほ
く
ほ
く
線

開
業
に
、
な
お
一
層
の
弾
み
が
つ
け

ば
と
関
係
者
も
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。
戦
士
の
み
な
さ
ま

ご
苦
労
様
で
し
た
。
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新
潟
県
植
樹
祭
で
表
彰
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
儀
　
明
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
五
月
二
十
三
日
、
吉
川
町
の
町
民

体
育
館
と
吉
川
中
学
校
で
、
第
七
回

新
潟
県
植
樹
祭
が
多
数
の
参
加
の
も

と
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
植
樹
祭
の
中
で
、
長
年
林
業

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
小
堺
熊
藏
さ

ん
（
儀
明
・
ま
ご
え
ん
）
は
、
㈹
新

潟
県
緑
化
推
進
委
員
会
理
事
長
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
堺
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
二
年
か

堺
熊
藏
さ
ん

　
ら
二
十
五
年
間
に
渡
り
、
松
代
町
造

　
林
組
合
の
一
員
と
し
て
森
林
の
造
成

　
事
業
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
自
ら
も

　
積
極
的
に
植
林
に
励
む
な
ど
林
業
の

　
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
儀
明
農
家
組
合
長
や
松
代

　
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
歴
任

　
さ
れ
る
な
ど
し
て
現
在
に
至
っ
て
い

　
ま
す
。
小
堺
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
ま

　
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

東
頸
ま
ち
づ
く
り
塾
開
催

　
地
域
で
、
男
女
、
子
ど
も
か
ら
老

人
ま
で
、
よ
り
よ
く
生
き
て
い
く
に

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
っ
た
ら
よ
い

の
か
。
　
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
度
、
東
頸
城
郡
公
民
館
連
絡

協
議
会
で
は
、
講
演
会
と
交
流
会
を

計
画
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
講
演
会
【
演
題
】
と
も
に
育
つ

　
　
　
　
　
　
1
私
の
人
生
か
ら
ー

【
講
師
】
黒
岩
秩
子
様

　
（
大
地
塾
主
宰
　
大
和
町
在
住
）

【
日
時
】
七
月
十
一
日
（
木
）

　
　
午
後
六
時
二
〇
分
～
午
後
八
時

【
会
場
】
ふ
る
さ
と
会
館
　
二
階

【
対
象
】
塾
生
、
一
般
者
（
無
料
）

■
交
流
会
1
1
講
演
後
午
後
十
時
ま
で

〈
会
場
〉
芝
峠
温
泉
「
峰
」

〈
対
象
〉
希
望
者
の
み
（
会
費
千
円
）

〈
送
迎
〉
ふ
る
さ
と
会
館
ま
で

　
　
　
　
　
　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
行

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
社
会
教
育
係
　
暦
七
ー
二
三
〇
一

　
福
田
俊
竹
氏
講
演
会

【
演
題
】
自
分
の
中
の
癒
す
力
に

　
　
気
づ
く
ー
病
気
が
治
る
と
は
ー

【
日
時
】
六
月
二
十
九
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
二
時
～
午
後
四
時

【
場
所
】
十
日
町
市
本
町
六
ク
ロ
ス

　
テ
ン
三
F
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

【
主
催
】
つ
ま
り
発
2
1
【
連
絡
先
】

　
　
　
十
日
町
財
務
事
務
所
　
渡
辺

　
暦
〇
二
五
七
－
五
七
－
五
五
一
五

〉
左
か
ら
三
番
め
が

　
　
　
　
小
堺
さ
ん
で
す

騨
窒

　
　
　
，
陣
d

　
　
　
　
●
　
●
　
◎
　
o

公民館の

図書を

利用して

学んでみませんか

　
公
民
館
図
書
を
利
用
し
て
、
読
書

会
や
新
書
の
紹
介
を
一
緒
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
会
合
は
、
毎
月
二
回
程
度

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

《
開
催
期
日
・
場
所
》
六
月
二
二
日

午
後
七
時
三
十
分
～
総
合
セ
ン
タ
i

《
対
象
》
高
校
生
以
上
～
一
般

《
問
い
合
わ
せ
や
申
し
込
み
》

社
会
教
育
係
ま
で
智
七
－
二
三
〇
一

少年少女交歓キャンプ

弗
e

騰

，
　
。
ρ

雛
1一’．桑・ゴ、1・・1港．獲

6月22日

　　～23日
ill4…

、
，
肌
…　
γ青海町

　
公
民
館
で
は
、
町
子
ど
も
会
連
絡

協
議
会
及
び
青
少
年
育
成
町
民
会
議

の
協
力
を
得
て
、
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

し
ま
す
。
青
年
及
び
一
般
の
方
の
参

加
も
受
け
つ
け
て
い
ま
す
の
で
、
社

会
教
育
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
　
（
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
は
、

学
校
に
申
し
込
み
書
を
渡
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
学
級
担
任
に
お
渡
し
く

だ
さ
い
．
）

《
日
時
》
六
月
二
二
日
～
二
三
日

　
　
（
土
・
日
の
一
泊
二
日
で
す
）

《
場
所
》
青
海
町
少
年
旅
行
村

《
内
容
》
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
と
「
親
不

　
　
知
ピ
ア
パ
ー
ク
」
で
、
海
辺
の

　
　
自
然
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

《
対
象
》
小
一
～
三
年
保
護
者
同
伴

　
　
　
　
小
四
～
高
校
生
の
部

　
　
　
　
指
導
者
・
一
般
の
部

　
　
　
　
や
　
し
　
き
　
　
ひ
ろ
し

《
講
師
》
野
紫
木
　
洋
先
生

．
一
・
3
3
。
■
一
一
・
＝
∫
＝
一
一
・
＝
一
一
＝
．
一
一
＝
3
＝
一
一
・
＝
一
一
＝
●
一
一
．
。
一
一
＝
蘭
一
。
＝
」
＝
一
一
騨
3
」
＝
一
一
＝
．
一
～
乙
＝
．
一
」
＝
＝
一
＝
」
，
乙
＝
＝
一
一
＝
一
一
．
．
』
一
＝
層
一
聯
3
」
甲
乙
一
．
；
」

　
　
　
　
橿
．

｝
　
あ
な
た
の
家
に
は
、

一
ま
の
灰
皿
が
、
一

脚
せ
ん
か
．

｝
し
て
も
壊
れ
に
く
く
、

｛
い
の
が
特
長
で
す
。

｝
な
く
、

一
ま
し
ょ
う
。

　
安
定
性
の
良
さ
を
生
か
し
、

灰
皿
を
花
器
に
使
っ
て
み
て
は
い
か

漕
が
で
す
か
。
花
は
、
水
の
入
る
も
の
漕

～
な
ら
ど
ん
な
も
の
に
で
も
生
け
る
こ
～

｝
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
、

｛
径
が
広
い
た
め
、
生
け
た
花
の
安
定
｛

｝
が
悪
い
の
が
欠
点
で
す
。

に
は
、
市
販
の
吸
水
性
ス
ポ
ン
ジ
を
副

｛
使
い
ま
し
ょ
う
。
ス
ポ
ン
ジ
を
適
当
｛

｝
な
大
き
さ
に
カ
ッ
ト
し

｛
せ
て
か
ら
花
を
挿
し
て
灰
皿
に
生
け
｛

～
ま
す
。
生
け
花
に
使
う
剣
山
を

｝
皿
の
底
に
入
れ
て
花
を
挿
し
て
も
い

　
い
で
し
ょ
う
。
食
卓
や
、

ど
に
飾
る
と
、
雰
囲
気
が
変
わ
り
や

神
す
く
な
り
ま
す
。

　
　
カ
ラ
フ
ル
な
ビ
ー
玉
を
使
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
夫
｝

　
　
　
　
　
　
ず
工
一

　
　
　
　
　
　
わ
　
　
　
紳

　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
㌦

　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
｝

　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
副

　
　
　
　
　
　
て
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
て
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
捨
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
し
ま
っ
た
ま
｝

　
　
　
　
つ
や
二
つ
あ
り
ま
一

　
灰
皿
は
火
に
強
く
て
落
と
｛

　
　
　
　
　
　
安
定
性
が
い
｝

　
　
　
　
　
捨
て
る
の
で
は
｛

別
の
使
い
み
ち
を
考
え
て
み
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
卓
上
｛

　
　
　
　
　
　
　
灰
皿
は
口
｝

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
場
合
肺

　
　
　
　
　
　
、
水
を
含
ま
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
灰
坤

　
　
　
　
　
　
　
勉
強
机
な
｛
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留劉劉堕劉

松
代
に
立
ち
寄
つ
た

珍
鳥

『
ヤ

　
雪
解
け
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い

三
月
下
旬
、
松
代
で
写
真
店
を
営
む

高
橋
多
一
郎
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
「
松

代
の
か
つ
べ
え
さ
ん
の
下
の
崖
に
見

た
こ
と
も
な
い
珍
し
い
鳥
が
い
る
」

と
松
代
郵
便
局
勤
務
の
関
谷
克
也
さ

ん
か
知
ら
せ
て
き
ま
し
た
。

　
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
高
橋
さ
ん
は
、

ツ
ガ
シ
ラ
』

早
速
、
現
場
へ
急
行
。
周
辺
は
一
面

雪
で
覆
わ
れ
、
餌
を
つ
い
ば
む
鳥
の

い
る
場
所
は
す
ぐ
分
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
三
百
ミ
リ
の
レ
ン
ズ
で

は
小
さ
く
て
近
寄
れ
ば
逃
げ
出
し
そ

う
な
の
で
、
家
に
帰
っ
て
五
百
，
リ
の

レ
ン
ズ
に
つ
け
替
え
て
の
撮
影
と
な

っ
た
そ
う
で
す
。

　
最
大
五
揖
位
い
ま
で
近
づ
い
て
、

電
柱
の
影
か
ら
三
脚
な
し
で
撮
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
後
で
聞
く
と

「
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
と
い
う
鳥
は
、
虫
を

専
門
に
食
べ
る
鳥
で
、
非
常
に
警
戒

心
が
強
い
」
と
の
こ
と
。
　
「
あ
ん
な

に
近
づ
い
て
も
逃
げ
出
さ
な
か
っ
た

の
は
、
き
っ
と
よ
ほ
ど
腹
を
空
か
し

て
い
た
ん
で
し
ょ
う
」
高
橋
さ
ん
が

周
辺
の
人
に
聞
く
と
、
珍
鳥
は
三
日

間
の
滞
在
で
、
撮
影
が
終
わ
っ
た
翌

日
の
昼
こ
ろ
に
は
、
お
庚
申
様
の
横

か
ら
渋
海
川
の
方
に
逃
げ
て
い
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
福
島
の
高
橋
八
十
八
さ
ん

か
ら
、
珍
鳥
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
に
つ
い
て

案
内
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
っ
て
？
・

『
広
辞
苑
』

　
　
や
つ
が
し
ら
【
載
勝
】

（
「
勝
」
は
婦
人
の
髪
飾
り
の
意
）

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
目
の
鳥
。
大
き
さ
は

ツ
グ
ミ
ぐ
ら
い
。
頭
部
に
黄
褐
色
で

末
端
の
黒
い
羽
冠
が
あ
り
、
自
由
に

起
伏
さ
せ
得
る
。
背
は
暗
褐
色
、
翼

と
尾
は
黒
く
白
色
の
横
帯
が
あ
り
、

助
す
か
つ
た
〃
ほ
く
ほ
く
線
の
鉄
塔

地
す
べ
り
巡
視
で
急
報
！
　
寺
田

馳
の
磯
葦
搬
鎚
畑

励
一
繹
鷲
欝
齢
饒
葦
縄

留
腋
雛
泌
盤
濃
誹
欝

堕
⑰
舗
拶
辱
そ
の
被
害

　
林
野
庁
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
い
る

寺
田
地
滑
り
巡
視
員
の
山
岸
昭
夫
さ

ん
は
、
日
ご
ろ
か
ら
地
滑
り
指
定
地

域
内
を
巡
視
し
て
い
ま
す
が
、
当
日

鉄
塔
の
左
脚
一
本
が
折
損
し
大
き
く

傾
い
た
と
こ
ろ
を
発
見
。
直
ち
に
電

力
会
社
に
急
報
し
ま
し
た
。

　
鉄
塔
倒
壊
と
い
う
大
惨
事
を
危
う

山
岸
巡
視
員
さ
ん

く
免
れ
た
東
北
電
力
は
、
通
報
し
て

い
た
だ
い
た
巡
視
員
さ
ん
と
他
一
名

に
対
し
、
五
月
十
三
日
、
感
謝
状
と

と
も
に
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

（
寺
田
の
山
岸
健
吉
さ
ん
よ
り
写
真

と
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、

一
部
加
筆
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
）

腹
部
は
白
色
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
・

ア
フ
リ
カ
に
広
く
分
布
。
わ
が
国
に

は
迷
鳥
と
し
て
稀
に
渡
来
す
る
。

『
ブ
リ
タ
一
一
力
国
際
大
百
科
事
典
』

ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
”

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
目
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
科
。

全
長
平
均
二
八
㎝
。
長
い
冠
毛
の
、

黒
・
白
・
茶
色
の
美
し
い
鳥
。
上
面

か
ら
胸
に
か
け
て
は
淡
赤
褐
色
で
、

下
面
は
白
い
。
翼
と
尾
は
黒
色
地
に

幅
広
い
白
帯
が
目
立
つ
。
噛
は
細
長

く
、
冠
羽
は
先
端
が
黒
い
。
ツ
ツ
ド

リ
に
似
た
ボ
ウ
ボ
ウ
ボ
ウ
と
い
う
低

い
声
で
鳴
く
。
日
本
に
は
稀
に
耕
地

な
ど
に
渡
来
す
る
。
ア
ム
ー
ル
・
モ

ン
ゴ
ル
・
中
国
と
シ
ベ
リ
ア
南
部
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
は
ス
マ
ト
ラ
・

イ
ン
ド
・
ア
フ
リ
カ
に
分
布
す
る
。

迷
鳥
．

畷

》
お
手
柄
！
山
岸
巡
視
員

一
観
葉
植
物
の
水
栽
培
は
い
か
が
で
す
｛

嚇
か
。
大
き
め
で
深
め
の
灰
皿
に
ビ
ー
坤

｝
玉
を
少
し
入
れ
、
市
販
の
根
腐
れ
防
｝

｛
止
剤
を
適
量
入
れ
ま
す
。
観
葉
植
物
｛

知
の
根
を
洗
い
、
細
長
い
根
を
切
っ
て
｝

｝
植
え
ま
す
。
そ
し
て
、
灰
皿
の
口
近
恥

｛
く
ま
で
ビ
ー
玉
を
足
し
、
八
分
目
ま
｛

｝
で
静
か
に
水
を
入
れ
ま
す
。
水
が
減
｝

｛
っ
た
ら
、
継
ぎ
足
し
ま
し
ょ
う
。
　
｛

艸
　
家
族
の
誕
生
日
な
ど
に
、
ク
リ
ス
坤

帥
タ
ル
の
灰
皿
を
キ
ャ
ン
ド
ル
皿
と
し
一

｛
て
利
用
す
る
の
も
お
し
ゃ
れ
で
す
。
｛

｝
ま
た
、
市
販
さ
れ
て
い
る
水
に
浮
く
｝

一
キ
ャ
ン
ド
ル
を
、
水
を
入
れ
た
灰
皿
一

｛
に
浮
か
べ
て
火
を
と
も
し
、
室
内
の
｛

“
照
明
を
消
す
と
、
華
や
か
な
感
じ
に
刷

｛
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

坤
　
ヤ
ニ
が
こ
び
り
つ
い
て
い
る
灰
皿
｝

一
は
汚
い
も
の
で
す
。
ヤ
ニ
は
タ
ー
ル
一

｛
分
で
す
か
ら
、
水
で
少
々
洗
っ
た
く
｛

｝
ら
い
で
は
取
れ
ま
せ
ん
。
お
塩
ひ
と
｝

｛
つ
ま
み
を
古
タ
オ
ル
に
取
り
、
ヤ
ニ
｛

噛
の
部
分
を
強
く
こ
す
り
ま
す
。
塩
に
師

｝
は
汚
れ
を
吸
収
す
る
作
用
が
あ
り
、
｝

｛
塩
の
粒
子
が
ク
レ
ン
ザ
ー
代
わ
り
の
｛

｝
働
き
を
し
て
、
汚
れ
を
落
と
す
こ
と
｝

一
が
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

5』1．、，9．”lo”・1901閣巳．、・ol”11、，ll．”巳』し，。Oln11。．，9■”ll”，lo’。lo』．．05”1』。．1畦”111

～
㌦
『
し

マ
…
一
9
一
三
一
…
」
三
＝
．
●
3
＝
…
一
．
～
■
。
＝
；
」
＝
＝
一
＝
～
乞
＝
一
一
一
＝
曽
一
一
・
．
」
＝
一
＝
．
9
」
＝
三
＝
一
一
＝
．
顧
…
一
一
＝
・
甲
．
冒
一
一
一
＝
㌔
＝
一
一
＝
…
．
．
9
一
…
一
＝
．
～ 19”巳・じ、“，”馳馳”．OI・．11．。ggo一。Ol．，・1匹・．11、．騨981．Oo”1－9．墜閣1一，．Ilo5鴨一、991■。．o．ggggo．．o－
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O

公
｛
　

准
ノ
蛋

に
こ

の
人
あ
り
！

　
　
　
　
（
紹
介
者
・
関
谷
　
孝
）

　
《
少
年
期
の
思
い
出
》

　
大
正
二
年
四
月
一
日
、
貧
乏
農
家

の
四
男
と
し
て
松
代
に
生
ま
れ
た
。

小
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
近
く
の
土

木
工
事
の
手
伝
い
を
し
て
そ
の
日
暮

ら
し
。
小
学
校
を
卒
業
し
た
秋
、
ム

ラ
の
親
方
衆
に
連
れ
ら
れ
て
東
京
へ

出
た
。
翌
年
四
月
、
櫻
の
花
が
咲
く

こ
ろ
親
が
待
つ
松
代
に
帰
る
。

　
東
京
の
ご
主
人
様
か
ら
、
上
野
駅

よ
り
安
田
駅
ま
で
の
キ
ッ
プ
一
枚
と

男
性
用
着
物
一
枚
を
も
ら
っ
た
。
即

ち
そ
れ
が
半
年
間
の
給
金
だ
っ
た
。

　
こ
れ
を
見
た
母
親
は
非
常
に
喜
ん

だ
。
こ
ん
な
に
喜
ぶ
母
の
顔
を
見
た

の
は
初
め
て
だ
。
　
「
喜
平
や
、
こ
れ

で
お
前
の
徴
兵
検
査
の
合
格
祝
い
の

着
物
の
心
配
が
な
く
な
っ
た
ぞ
i
」

そ
の
言
葉
を
聞
い
た
十
六
歳
の
喜
平

の
目
か
ら
熱
い
も
の
が
こ
ぼ
れ
た
。

同
じ
人
間
に
生
ま
れ
、
東
京
と
田
舎

の
生
活
が
ま
る
で
違
っ
て
い
る
か
ら

だ
。《
二
男
三
男
は
家
か
ら
出
て
行
け
》

　
乏
窮
の
せ
い
か
長
男
以
外
は
可
能

な
限
り
家
を
出
て
世
帯
を
持
つ
も
ん

だ
…
…
。
青
年
同
十
が
話
し
合
っ
た

も
ん
だ
が
、
喜
平
は
昭
和
十
一
年
、

川
崎
に
出
て
い
っ
た
。
翌
十
二
年
に

は
、
日
本
鋼
管
川
崎
製
鉄
所
に
入
社

す
る
。
無
学
の
こ
の
俺
を
苦
し
め
る

社
会
に
負
け
て
た
ま
る
か
…
と
、
自

分
に
ム
チ
打
っ
て
独
学
の
明
け
暮
れ

だ
っ
た
が
、
上
司
に
認
め
ら
れ
、
次

々
と
上
級
の
職
場
へ
と
移
り
、
鉄
鋼

機
械
専
門
技
師
と
な
っ
た
。

・
日
本
鋼
管
川
崎
製
鉄
所
労
働
組
合

　
　
委
員
市
川
喜
平
、
労
働
者
三
万

　
　
五
千
人
の
、
頂
点
に
立
っ
た
男
。

・
日
本
鉄
鋼
産
業
労
働
組
合
連
合
会

　
　
鉄
鋼
労
連
中
央
委
員
と
し
て
活

松代古町

屋号くろえん

市川喜平さん
　　　　　　　　　（82歳）

　
　
躍
さ
れ
、
日
本
経
済
の
片
棒
を

　
　
担
っ
た
男
、
市
川
喜
平
。

　
平
成
八
年
四
月
二
十
三
日
、
川
崎

の
ご
自
宅
を
訪
問
し
た
際
、
快
く
迎

え
入
れ
て
い
た
だ
き
玄
関
に
入
る
。

所
狭
し
と
三
つ
の
部
屋
に
は
賞
状
と

感
謝
状
。
厚
生
大
臣
、
労
働
大
臣
を

始
め
田
中
角
栄
先
生
と
の
同
席
の
お

写
真
等
々
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

　
各
界
の
出
会
い
を
知
ら
れ
た
中
さ

で
も
一
番
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
時
の

内
閣
総
理
大
臣
宮
沢
喜
一
先
生
よ
り

の
感
謝
状
。
日
付
け
は
、
平
成
四
年

四
月
三
十
日
と
記
さ
れ
、
記
念
品
と

し
て
銀
杯
と
金
時
計
が
贈
ら
れ
て
い

た
。
　
「
こ
れ
も
妻
の
お
陰
」
と
言
葉

少
な
に
つ
ぶ
や
い
た
。

《
昔
の
松
代
と
今
の
松
代
》

　
こ
の
六
十
年
間
で
松
代
の
発
展
は

月
と
ス
ッ
ポ
ン
。
驚
く
ば
か
り
の
大

発
展
に
は
只
々
頭
が
下
が
り
ま
す
。

昔
、
二
男
三
男
は
松
代
を
出
ろ
と
い

っ
た
の
は
む
し
ろ
誤
り
で
深
く
反
省

し
て
い
る
。
こ
ん
な
に
発
展
し
た
の

は
、
町
長
様
を
始
め
と
し
、
町
民
の

皆
様
方
の
頑
張
っ
た
成
果
で
あ
り
ま

す
、
と
力
弁
し
た
。
　
「
今
で
も
松
代

が
大
好
き
だ
。
今
で
も
松
代
町
の
役

に
立
ち
た
い
」
と
歯
を
食
い
し
ば
り

ウ
ツ
ム
イ
タ
、
市
川
喜
平
氏
。

紹
介
者
　
東
京
松
代
会

　
　
　
　
　
　
幹
事
長
　
関
谷
　
孝

　ひ
膠

　3

《
書
》
柳
重
次
（
連
堂
）

　
　
　
　
　
（
伊
沢
地
区
・
滝
沢
）

東
京
都
上
野
美
術
館
第
五
八
回
「
謙

慎
書
道
会
」
に
お
い
て
蒙
刻
「
達
人

大
観
」
を
出
展
し
褒
賞
を
受
賞
し
た
。

《
画
》
山
岸
直
保

　
　
　
　
　
（
山
平
地
区
・
蒲
生
）

同
美
術
館
「
三
軌
展
」
に
出
品
し
、

注
目
を
集
め
た
。

《
書
》
宮
田
諒
子

　
　
　
　
　
（
松
代
地
区
・
松
代
）

第
十
二
回
読
売
全
国
書
法
展
に
入
選
。

蒙
刻
（
て
ん
こ
く
）
と
は

　
木
・
石
・
金
な
ど
に
印
を
彫
る
こ

と
。
そ
の
文
字
に
多
く
笈
書
を
用
い

る
か
ら
い
う
。
　
（
広
辞
苑
よ
り
）
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噸響卿東京

だより　　　一

4／9企画委員会＝県人会館

　　國①バス日帰り旅行②ほく

　　ほく線開通に当たって

　　③新入会員について

4／14奴奈川会二千日谷会堂

　　松代町より関谷町長、石野

　　議長他出席　参加130名
4／14千年会二上野蓬英閣

　　　カラオケ、舞踊などにぎや

　　　かに　参加30名

4／14菅刈親睦会二上野吉池

　　　市川会長（東京松代会）

　　　出席　参加40名

5／18組織委員会＝若井委員長

　　　國会員拡充について

5／19山平会二神楽坂エミール

　　松代町よ｝）本柳、高橋（勝）

　　両町議出席　参加40名

6／11松代会役員会＝県人会館

　　　國①ほくほく線開通につい

　　　て②10／6ハトバス日帰り

　　旅行詳細決定
6／16よもぎ会一上野吉池

　　蓬平区長始め、数名上京

　　　山菜市開かる　参加100名



露鴛
　
し
ぶ
み
句
会

花
冷
え
に
母
の
旅
立
ち
き
づ
か
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

一
本
の
綱
に
並
び
て
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

洗
濯
の
山
と
積
ま
れ
て
更
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

埋
め
し
火
を
起
し
て
誘
う
春
炬
燵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

三
尺
の
雪
を
残
し
て
辛
夷
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

春
風
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
は
じ
く
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

山
寺
に
尾
を
ひ
る
が
え
し
鯉
幟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

保
育
所
の
バ
ス
を
か
す
め
て
初
燕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
代

，ハFン多
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ノ
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堵
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’　バ
爾

㌦ 〃

曙一
一「，lr一』』了’「一
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一‘哨理I

l
一 「「’

　

ヤハ　　　　　‘ h戸
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・1縛I 健
k歳
一

山
ま
ゆ
の
一
つ
ゆ
ら
り
と
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

花
の
雲
松
代
城
の
天
守
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

リ
ハ
ビ
リ
は
桜
吹
雪
の
遊
歩
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

蒼
天
を
渡
る
風
あ
り
辛
夷
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

　
蒲
生
俳
句
会

持
っ
て
け
と
春
推
茸
を
一
と
掴
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

雪
解
水
濁
り
て
早
し
昼
さ
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

一
瞬
の
風
と
も
矢
と
も
初
つ
ば
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

チ
エ
ン
ソ
ー
の
音
や
春
山
奥
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

淋
し
さ
や
村
一
軒
の
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

雪
割
る
に
三
日
が
か
り
で
薯
う
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

村
中
の
老
人
が
出
て
カ
ン
ナ
植
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

連
翅
の
明
る
さ
に
雨
止
ん
で
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

か
ご
花
に
日
の
斑
の
お
ど
る
け
も
の

径
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

啓
蟄
に
ニ
ケ
月
遅
れ
一
一
一
、
廻
い
出
づ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

　
短
　
　
歌

こ
の
年
の
冬
寒
か
り
き
雪
多
く

雪
間
に
ひ
そ
と
や
ぶ
椿
咲
く

頬
ば
り
て
笹
の
皮
む
く
子
等
思
ひ

送
る
チ
マ
キ
を
夜
な
べ
に
結
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
徳
枝

雪
雲
は
会
津
嶺
に
湧
き
み
る
み
る
に

飛
雪
が
阿
賀
の
茶
屋
の
窓
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

雪
ど
け
の
激
し
き
流
れ
に
手
を
洗
う

長
靴
に
顔
に
飛
沫
を
浴
び
て

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

周
辺
に
残
雪
多
き
ぶ
な
林

淡
く
芽
ぶ
き
て
霧
雨
の
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

癖鮎3レ

Ω

7イ．ラザ

勘
な
た
け

い
い
わ
ね

盃
ウ
魯

ず
ぐ
近
く
墓
．

一
，
○

○

ノ〃

れ7
ぜ

σ
㍗
瓢

／
　
〆
r

》
毛
尊
撤

け
ろ
こ
与

舌
冒
く
℃

皇
暑
お　，

●

一

　
’　

一G
G

砦
に

私
モ
5
φ

　
コ
　
　
　
ぴ

こ
の
シ
ソ
シ
メ

　
里
に
近
い
山
の
中
の
林

の
中
に
自
生
し
、
高
さ
十

～
二
十
独
．
の
常
緑
の
多
年

草
。
葉
に
は
長
い
柄
が
あ

り
、
表
面
に
光
沢
が
あ
っ

て
ツ
ヤ
ツ
ヤ
し
て
い
る
。

回
り
は
「
丸
の
こ
の
歯
」

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
歯
が

あ
る
。

　
花
は
、
五
～
六
月
頃
葉

の
間
か
ら
伸
び
た
柄
の
先

に
三
～
六
個
か
た
ま
っ
て

緑
の
間
か
ら
ピ
ン
ク
色
の

顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。

　
高
い
山
の
岩
場
を
好
む

「
イ
ワ
カ
ガ
ミ
」
と
い
う

山
草
も
あ
り
、
こ
れ
に
比

べ
て
葉
が
大
き
い
の
で
こ

の
名
か
つ
い
た
．

　
　
出
題
　
名
人
　
武
宮
正
樹

黒
先
勝
・
5
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
…
ホ
ウ
リ
コ
ミ
を
2
発
。

3
分
で
1
級
、
2
分
以
内
で
有
段

者
。

　　　。縮士一ユ量）量（∂9蓄（∂箪量

’り4きご直4牢（oε蕾アに1算罫（∂z

日ヘユ士脅爵ギ辛（∂1蓄〈鶴ヨr聲罪〉
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糧難葦

難

　　たつ　　や
佐藤達弥玩
　　5　歳
室野・しろえん

　　ゆず　は　ち
梧澤柚葉院
　　4　歳
松代・ぐみざわ

難

、、鰯

　　けん　　と
高橋健斗玩
　　5　歳
千年・こうぐ

§
轍

　　とも　たか
井上友貴玩
　　5　歳
松代・ぶぜん

クレジット・サラ金110番

　借金返済でお悩みの方、新潟

県青年司法書士協議会が、電話

相談をお受けいたします。

【日時】平成8年6月23日（日）

　　午前10：00～午後5：00まで

【電話番号】025－224－3036

　　　（1日限りの特設電話）

【相談料】無料です。

【連絡先】新潟県南魚沼郡六日

　　　　町大字八幡105番地5

　新潟県青年司法書士協議会

　　　六日町担当　桐生厚義

　　　　　盈0257－72－7730

6月は　　不正改造車排除月間

　運輪省では、平成2年度から

「不正政造車排除運動」を実施

しており、今年度も6月1日か

ら1ヵ月間全国的に運動を展開

しています。

　荷物を多く積むためさし枠な

どを装着したダンプカー、スプ

リングを切断し車高を低く改造

した車、タイヤを車体よりはみ

出させた車、消音器・触媒装置

を取りはずした車、鋭い突起の

あるエアスポイラーを取りつけ

た車を運転することは乗ってい

る本人はもちろん、周囲にも迷

惑をかける大変危険な行為です。

　不正改造を「しない・させな

い」ように努めましょう。

【改造に関するお問い合わせ】

新潟陸運支局整備課・車両課

　　　　　智025－285－3121
長岡自動車検査登録事務所

　　車両課智0258－22－1131

住宅金融公庫の

マイホーム新築融資

　平成8年度の公庫融資は、5

月末で第1回の受付が終わりま

したが、2回目以降の融資受付

予定をお知らせします。

《第2回受付》8年9月頃予定
《第3回受付》8年12月頃予定

《第4回受付》8年2～3月頃
【融資金利】3．35％～3．70％

　（住宅の床面積により異なる）

【問い合わせ先】住宅金融公庫

北関東支店智0272－32－6656か

最寄りの公庫業務取扱金融機関

【24時間サービスもあります】

　すまい・るテレホンアンサー

智0272－31－8611利用案内の後

　　　コードを押してください。

001申込みの受付期間は
OO2申込書の頒布と窓口は

201現在の金利は（新築融資）

243ご融資額は

みんなで防ごう土砂災害
　6月は土砂災害防止月間

　がけ崩れや地すべり等の土砂

災害は一瞬のうちに尊い命や貴

重な財産を奪ってしまいます。

　山やがけ、川などでおかしな

点を見つけたら、すぐに

・役場建設課智7－2220または

・安塚土木松代分所智7－2030へ

ご連絡ください。

　また、ふだんから避難場所を

確認しておきましょう。

　男女雇用機会均等月間

「私のヤル気が企業のパワー」

　労働省では、毎年6月を「男

女雇用機会均等月間」と定め、

その主旨が社会一般に定着する

よう本月間を中心に啓発活動を

実施しています。今年度は、次

の月間行事を開催いたします。

★第11回男女雇用機会均等月間

　新潟推進会議【日時】平成8

　年7月5日（金）13：00～　【会

　場】新潟ベルナール（新潟市

　南笹口）【対象】事業主及び

　人事労務担当者、男女労働者

　等【講演】　「女性労働者の雇

　用管理改善のために」

　《講師》慶鷹義塾大学教授

　樋口美雄氏　【事例発表】「わ

　が社における女性のキャリア

　開発」キリンビール㈱女性キ

　ャリア開発担当ほか

★中堅女性社員ステップアップ

　セミナー【日時】平成8年6

　月27日（木）午前10時半より

　【会場】パストラル長岡（長

　岡市今朝白）【内容】①中堅

　女性社員に期待すること」

　㈲国際研修協力機構

　②私と職業　職業生活を振り

　返って　元用進技研㈱取締役

　副社長　五十嵐千賀子氏

　③フリートーキングほか

★「女子学生の就職問題に関す

　　る特別相談窓口」開設

　【期間】6月1日～10月31日

　就職活動の中で、おかしいな

　と思ったことがあったら何で

　もご相談ください。

■詳しくは、新潟婦人相談室へ

　　新潟市川岸町1－56

　　　　　智025－266－0047
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新潟県警察官A募集！

・採用予定人員

　男子警察官A～80人程度

　婦人警察官A～15人程度

・受験資格　昭和44年4月2日

　から昭和50年4月1日までに

　生まれた人で、学校教育法に

　よる大学（短大を除く）を卒

　業した人、または、平成9年

　3月31日までに卒業見込の人

・採用試験受付期問

　6月24日（月）まで

・第一次試験

　7月14日（日）新潟市
・お問い合わせ　安塚警察察署

智2－0110または交番・駐在所

【お使いみち】

　入学時の費用、在学中の費用

　（受験料、授業料、下宿代、通

　学費、国民年金保険料など）

【ご利用いただける方】

　大学、短大、高校、高専、専修学

　校、各種学校、予備校などに

　入学・在学される方の保護者
【ご融資額】

　学生・生徒お一人につき

　　　　　　　150万円以内
【利率】年3．4％（固定）

　（変動することもあります）

【ご返済期問】　8年以内

　（据置は在学期間内、ただし最

　長4年以内）
、【お申し込み】通年、随時受付

【詳しくは】

〒943上越市大町3－2－1

　　　　　　（大町小学校前）

　　国民金融公庫　高田支店

　　　　　智0255－24－2340
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∪ターン・1ターンを

　　お考えのみなさんへ！

「∪ターン就職希望者説明会」と

上越地域フェア「リブ・インふる

　　さと上越ゾーン」合同開催

　東京で就職相談・雇用情報・

生活関連情報の発信に併せて、

上越地域市町村のご協力により

郷土のP　R・特産品の即売P　R

を合同開催します。どなたでも

お気軽にお出かけください。お

待ち申し上げております。

【とき】6月21日13：00～17：30

　　　　6月22日10：00～16：00

【ところ】東京都中央区日本橋

　　2－3－4日本橋プラザビル

同ビル3階会議室（相談会）

1階南広場（上越地域フェア）

【問い合わせ】上越市木田1－1

　㈲新潟県雇用環境整備財団

　　　　　費0255－26－3310

あなたの声で道づくり！

　道に対するご意見を「21世紀

のみちを考える実行委員会」ま

でお寄せください。

　私たちの暮らしや経済を毎日

支えている道。そのつくり方に

ついてこれまで一般の人々が知

る機会や意見を言う場は限られ

ていました。

　建設省の諮問機関である道路

審議会では、平成10年度からス

タートする新しい道路計画を作

るため、みなさんのご意見を取

り入れる新たな考え方を採用す

ることとしました。

　このため、提案の仕方などを

紹介した「キックオフ・レポー

ト」を希望者の方に差し上げて

います。

「キックオフ・レポート」では

渋滞、高速道路料金、身の回り

の狭い道などの重要なテーマを

紹介し、それぞれのテーマにつ

いてさまざまな考え方が紹介さ

れています。あなたが共感する

考え方や、自由な意見・提案を

お寄せください。

「キックオフ・レポート」を入

手したい方や詳しいお問い合わ

せは、新潟県安塚土木事務所計

画調整課（盈2－3655）まで。

　郵便局よりお礼とお願い

　平成3年1月からスタートい

たしました国際ボランティア貯

金は、多くの方々から温かいご

支援をいただき、おかげさまで

この五月には全国で、ご加入い

ただいた方が二千万人を越えま

した。この間のご協力に対しま

して、厚く御礼申し上げます。

　ご存じのとおり、国際ボラン

ティア貯金は通常貯金の税引き

後の利子の20％を寄付していた

だき、民間海外援助団体（N　G

O）を通じ、開発途上地域の人

々の福祉向上のために活用する

ことによって、国民参加による

民間レベルでの海外援助の充実

に資することを目的としていま
す。

　この国際ボランティア貯金を

通じ、これまでに約112億円が

開発途上地域の人々の福祉の向

上に役立てられております。平

成7年度においては、全国235

のN　G　Oが実施する305の援助

事業に対して約28億円を配分す

ることができました。この寄付

金は、現在、61か国において、

女性の自立や子供の教育など、

様々な形となって活用されてお

り、その成果が続々報告されて

きております。

　今後とも郵政省では、世界各

国に根ざしたこれらの援助事業

が、より効果的に展開され、か

つ充実したものになるよう、国

際ボランティア貯金の一層の定

着を図り、平和で安定した国際

社会の実現にむけて努力してい

きたいと考えております。

　引き続き、みなさまの深いご

理解と温かいご支援をお願い申

し上げます。
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こ
の
大
自
然
に
包
ま
れ
た
松
代
に

帰
っ
て
き
て
、
一
年
と
ち
ょ
っ
と
が

過
ぎ
ま
し
た
．

　
高
校
を
卒
業
し
て
、
大
阪
の
大
学

牧田幸樹㌦
（峠・まさごや）

：が

に
行
き
四
年
間
す
ご
し
ま
し
た
が
、

と
う
と
う
大
阪
弁
に
慣
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
大
阪
は
食
べ
物
も
お
い
し
く
安
か

っ
た
。
し
か
し
、
松
代
の
方
が
も
っ

と
お
い
し
く
感
じ
た
。
そ
し
て
、
つ

い
つ
い
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
て
し

ま
い
、
体
重
の
方
も
か
な
り
増
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
年
の
目
標
を
立
て
ま

し
た
。
そ
れ
は
み
ん
な
に
「
お
ま
え

や
せ
た
な
あ
～
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

で
す
。
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
、

目
標
達
成
に
向
け
て
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
今
役
場
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
住
民
課
福
祉
係
で
二
年

目
に
入
り
、
よ
う
や
く
仕
事
に
も
慣

〃

れ
…
…
、
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
毎
日
が
勉
強
の
連
続
！
充
実
し
た

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
も
遊
び
も
、
小
さ
な
毎
日
の

積
み
重
ね
。
大
自
然
の
中
で
ゆ
っ
た

り
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
は
、
す
べ

て
の
こ
と
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
松
代
町
の

み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　男　　2，344人　　（一1人）

　女2，410人（＋1人）
　計4，754人（±O人）
世帯数1，485世帯（±O世帯）

　出生2人　　死亡5人
　転入12人　　転出9人
　　　（8年5月末日現在）

一人ロの動き一

圖
園
圓
圃

▼
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
い
わ
ゆ
る
い
じ

め
・
嫌
が
ら
せ
。
響
き
の
よ
く
な
い
言

葉
で
す
。
セ
ク
シ
ャ
ル
…
、
ア
ル
コ
ー

ル
…
、
シ
ュ
ガ
ー
…
い
ろ
ん
な
造
語
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
初
め
て
聞
い
た
時
は

恨
み
を
ハ
ラ
ス
と
い
う
よ
う
な
意
味
か

と
。
笑
い
話
で
恐
縮
で
す
が
仕
返
し
は

い
け
な
い
と
思
っ
た
も
の
で
す
。
▼
学

校
で
の
い
じ
め
問
題
。
い
ろ
ん
な
ケ
ー

ス
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
責
任
は

ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち

の
日
々
の
生
活
も
点
検
の
必
要
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
▼
毎
年
楽
し
み
な

山
菜
採
り
も
、
乱
獲
は
自
然
い
じ
め
と

言
わ
れ
ま
す
。
道
中
、
昔
の
耕
地
が
自

然
淘
汰
に
任
さ
れ
た
の
を
見
る
と
、
こ

れ
も
自
然
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
の
か
と
思

い
…
。
　
一
方
、
大
規
模
な
開
発
は
自
然

破
壊
な
ど
と
騒
が
れ
ま
す
。
釣
合
の
と

れ
た
美
し
い
自
然
の
反
映
が
住
み
よ
い

町
づ
く
り
の
一
歩
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ネ
。
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圃團窃團回
（4月26日～5月25日受付）

　げんきな良い子に（出生）

　　　たかあき
佐藤　孝昭ち・ん秀孝・美佐子歳

　　　（男の子・松代・少林寺）
　　　あつ　こ
菅井　敦子ち・ん太一・・はるみ哉

　　　（女の子・名平・かみや）
　　　そう　や
牧田　爽椰ち・ん義明・かおり凱

　　（男の子・松代・下町住宅）

ご冥福を祈ります（死亡）

市川　寅藏凱　　70歳

　　　　　　（田沢・たあべい）

柳　　ミイ歳　　78歳
　　　　　　　（片桐山・うい）

中澤　政金哉　　76歳

　　　　　　（室野・きんぜん）

石口　達雄凱　　69歳

　　　　　　（松代・ぶんぱち）

関谷　　清曳　　72歳

　　　　　　　（松代・きくや）

　　Oこわず
　つ　　ゆ

＊梅雨の水はなくても
　　　とよん　こ　デ　しょう

　　　半夏生の水にことかかぬ

「半夏生」とは、半夏という野

草の生えるころという意味です

が、夏至から十一日目に当たる

日を指します。梅雨末期の田植

えも終わりのシーズンですが、

真夏を控えた半夏生のころはカ

ラ梅雨でも大雨が降ることが珍

しくありません。昨年のように

七月豪雨として災害をもたらす

こともあるので注意が必要です。
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